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既存の首都圏の浅部地盤の3次元モデルを収集・整理し、それら

の特徴を把握した上で、データの密度が低い地域で浅部地盤データ
を追加し、より高精度の3次元モデルを作成する。深部地盤について
も、既存のモデルから3次元モデルを作成する。両者を矛盾なく接続

するために、中間的な深度の地盤情報を地震記録の分析等から抽
出する。これらを総合して表層から地震基盤に至るシームレスな3次
元地盤モデルを提案し、広帯域地震動予測に資する。



平成19年度
既存の首都圏の地盤モデルを収集・整理し、それぞれのモデルの
特徴を把握し、地盤データの補強を行った。

• 既往の浅部地盤モデルの収集を行い、ボーリングデータの分布や

調査深度の分布状況を把握した。

• 浅部地盤データにおいて不足した部分を補うために、微動の1点
観測による地盤卓越周期のデータを現地計測により追加した。

• また、地盤構造情報の密度が低い地域において、微動アレイ観測

を実施し、地盤データベースを補強した。

平成20年度

微動の1点観測による地盤卓越周期のデータおよび微動アレイ観

測による地盤データの収集を継続するとともに、既存の地盤モデ

ルに基づく地盤震動特性と地震観測記録のスペクトル・インバー

ジョン結果、微動測定結果の比較を行い、地盤モデルの改良につ

いて検討する。



既存のボーリングの調査深度の分布 大井、藤原、遠山(2006)

20m未満の浅いものが多いことを確認



H19年度の常時微動一点観測の測定点

秩父市周辺16地点

川崎市11点

神奈川県22点

目的：浅部地盤データの不
足した部分の補強として、地
盤卓越周期のデータを現地
計測により追加

測定方法：各観測点ごとに数
分～15分程度の1点観測、
H/Vスペクトル比の算出と地

盤卓越周期の評価

H19年度の測定結果
神奈川県の震度計22地点
川崎市の震度計11地点
埼玉県の震度計16地点



H20年度の常時微動一点観測の測定予定点
埼玉県約85地点

H20年度

測定予定地点
H19年度

測定地点



中深度～地震基盤までを対象とした微動アレイ観測
H19年度の観測地点（15地点）

半径0.5および1.5km程度

の２つのアレイ
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■：既往の結果(240地点）



H20年度の微動観測の方針

• 密度の低い平野北東
部を中心にして，10地
点で観測実施予定

• 長期の微動観測を行い，
地震波干渉法の適用
によって群速度データ
を取得する予定

○：H19年度実施
●：H20年度予定



地震観測記録のスペクトル・インバージョン

関東地域のSK-netの記録を用いて、スペクトルインバー

ジョンを行い、抽出されたサイト特性と地盤モデルに基づく
地盤震動特性、微動測定結果との比較を行う。


